
種

類

栽

培

区

域

納

付

期

限

け
し
耕
作
者

HÄ�ÄI
北
海
道
名
寄
市

平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日

岡
山
県
美
作
市

J¢K
平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
一
日

高
知
県
四
万
十
市

甲
種
研
究
栽
培
者

H  Ä�Ä  I
北
海
道
名
寄
市

J¢K
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日

茨
城
県
つ
く
ば
市

東
京
都
小
平
市

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日

神
奈
川
県
相
模
原
市

平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日

長
崎
県
長
崎
市

J¢K
平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
一
日

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
中
種
子
町

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

登
録
年
月
日

滋
賀
県
電
気
工
事
工
業
組
合

滋
賀
県
草
津
市
青
地
町
二
百
九
十
九
番
一
号

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

兵
庫
県
電
気
工
事
工
業
組
合

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
御
崎
本
町
二
丁
目
九

番
七
号

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

奈
良
県
電
気
工
事
工
業
組
合

奈
良
県
奈
良
市
三
条
桧
町
二
十
九
番
地
三
号

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

和
歌
山
県
電
気
工
事
工
業
組

合

和
歌
山
県
和
歌
山
市
岡
山
丁
三
十
六
番
地

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

平成™™年œ月™˜日 金曜日 第œš˜�号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
一
号

あ
へ
ん
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
産
あ
へ
ん
の
納
付

期
限
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
九
十
六
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
三
月
十
日

第
三
十
二
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

一
般
社
団
法
人
食
肉
科
学
技
術
研
究
所

東
京
都
渋

谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
五
番
六
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

生
産
情
報
公
表
牛
肉
及
び
生
産
情
報
公
表
豚
肉

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

国
内
並
び
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
タ
リ
ア
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
カ
ナ

ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
大
韓
民
国
、
台

湾
、
チ
リ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
及
び
メ
キ
シ
コ

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
五
番
六
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
中
津
市
山
国
町
槻
木

字
芥
紙
二
七
一
、
二
七
二
の
一
、
字
ユ
ウ
若
三
五
一
九

の
二
、
字
上
惣
見
三
五
二
五
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

芥
紙
二
七
一
・
字
ユ
ウ
若
三
五
一
九
の
二
・

字
上
惣
見
三
五
二
五
の
三
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
庁
及
び
中
津
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
九
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

石
川
県
白
山
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。白

山
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
石
川
県
庁
及
び
白
山
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
十
八
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
を
同
法
第
五
十
七
条

の
二
第
一
項
の
登
録
調
査
機
関
と
し
て
登
録
を
し
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
十
九
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

東
北
縦
貫
自
動

車
道
八
戸
線

岩
手
県
九
戸
郡
軽
米
町
大
字
山
内
第
四
地
割
字
駒
板
一
一
一
番
六

二

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
四
日

〇
時

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
九
十
五
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
三
月
十
日

第
三
十
八
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

一
般
社
団
法
人
食
肉
科
学
技
術
研
究
所

東
京
都
渋

谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
五
番
六
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

ベ
ー
コ
ン
類
、
ハ
ム
類
、
プ
レ
ス
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
及
び
混
合
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
熟
成
ハ
ム
類
、
熟
成
ソ
ー

セ
ー
ジ
類
及
び
熟
成
ベ
ー
コ
ン
類
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
パ

テ
ィ
、
チ
ル
ド
ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ
並
び
に
チ
ル
ド

ミ
ー
ト
ボ
ー
ル

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

国
内

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
五
番
六
号

�


		2010-05-20T15:00:08+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




